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                                              協力：名東史跡の会 

                                                  名東区役所 

             

 名東区誕生の経緯 

１９０６（明治３９）年      猪子石村と高社村が合併、猪高村が誕生する。 

１９５５（昭和３０）年４月５日 猪高村は名古屋市と合併、千種区猪高町となる。 

 １９７５（昭和５０）年２月１日 千種区から分区して、名東区が誕生する。 

 昭和３０年代に始まる区画整理

事業により、名東区はのどかな農

村地帯から、名古屋のベットタウ

ンに変貌。今や１６万人をこえる

人々が暮らす区となっています。

た。 

 名東区は低い丘や谷が

続く地形のため、水の便

が悪く、江戸時代からたく

さんのため池がつくられ

ました。 現在は１０か所

程度が残っています。 

 昭和２０年代まで、高針

を中心に亜炭が盛んに採

掘されました。 

♪鉱夫唄や♪ポンプ唄

がうまれ、亜炭を運ぶ荷馬

車でうまった高針街道は

「黒街道」とよばれました。 

 ２月５日（水）～２月２0日 （木） 
                   （１０日、１７日は休館） 

  ９：３０～１９：００（日祝は～１７：００） 

  名東図書館 集会室 ほか 
（15日はとしょかんまつりのため集会室展示はご覧できません） 

本紙は古紙パルプを含む再生紙を使用しています。 

名古屋市名東図書館 

 名東区文教台２－２０５ 

 電話：０５２－７７３－８２００ 

 Ｆａｘ：０５２－７７３－８２３９           「写真集愛知百年」より 

 当時の鉱夫さんの歌声

と、蟹江尾八先生（民謡家）

が復活演奏された貴重な

CDが会場で聞けます！ 
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